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【発表概要】 

韓国特許については、その内国人出願数の増大及び技術レベル向上による特許

的脅威の増大が問題になっているが、クレーム以下はハングル原文または機械翻訳

の英文のみである。そのため、韓国特許を網羅的に、かつ精度よく調査することは困

難であるが、2015 年 4 月より、CPC （Cooperative Patent Classification） が、韓

国特許庁より付与開始され、IPC (International Patent Classification) のみを用

いるよりも、より精度良く調査できる環境が得られるものと考えられる。 
2015 年 10 月時点では、新規発行の韓国公開特許公報の CPC 付与は 6 割程度

でしかない過渡期の状況であるが、韓国特許への CPC の付与実態等を検証したので、

ここに報告する。また、韓国特許庁系 DB（データベース）である KIPRIS における

CPC 階層検索対応有無など、CPC を用いて調査する際の注意点もまとめた。 
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1. はじめに 
 

近年、韓国特許については、その特

許数の増大（図 1）、特に内国人出願数

の増大（図 2）と、技術レベル向上による

特許的脅威が増大している。 
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図 1．韓国特許出願推移 
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図 2．韓国特許 内国人・外国人別出願推移 
 

しかし、韓国特許庁からの英語情報は、

書誌及び要約までしか提供されておら

ず、クレーム以下はハングル原文か、

DB ベンダーが独自に作成した機械翻

訳英文のみである。ファミリー特許があ

れば、より詳しい英語情報が入手可能で

あるが、韓国特許は、図 3 に示すように、

韓国 1 ケ国のみの出願が 6 割程度あり、

これらを含めて、網羅的に調査するには、

ハングルキーワード検索による補完が有

効であることを、昨年の第 11 回情報プロ

フェショナルシンポジウム[1]で報告した。

その際に報告したように、ハングルの表

記割れ、分かち書き等の表記バリエーシ

ョンも多く、ハングルキーワード検索には

熟練を要するのが現実である。 
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図 3．韓国特許 韓国 1 ケ国のみ出願率

（2015 年 8 月 WPI にて確認） 
 

2013 年 1 月より、欧州特許庁及び米

国特許商標庁により、CPC[2] [3]が導入さ

れ、従来の IPC 特許分類のみを用いる

より、詳細に検索することが可能になっ

た。韓国特許庁も2015年4月より、CPC
付与を開始（図 4）し、韓国特許庁傘下

の DB である KIPRIS 
(http://eng.kipris.or.kr/enghome/)及
び、欧州特許庁 DB にも情報供給を開

始したので、韓国特許における CPC 付

与の分析と、CPC の使いこなしについて

報告する。 
 

 
図 4．韓国特許 KIPRIS CPC 表示例  



 

3 

2. 検討内容 
 
2-1） 検証に使用した DB 
 

韓国特許の CPC については、一般の

商用 DB で分析すると、ファミリー特許に

付与された CPC（図 5）や、欧州特許庁

が独自に韓国特許に付与したものもヒッ

トするため、まずは KIPRIS で韓国特許

庁のみが付与したものを調べ、補完的に

Questel 社の Orbit.com でファミリー特

許のないもののみを抽出してこれらを分

析した。 
 

 
図 5．ファミリー特許の CPC 表示 

  （Thomson Innovation） 
 
2-2） CPC 検索ロジックの検証 
 

G03F7/0043 は、G03F7/004 及び

G03F7/0042 の階層の下 にあり（図

6）、 
 

 
 図 6． G03F7/0043 CPC 階層構成 

 
これを以下の KIPRIS 検索式で確認し

た。（注： “!”は not を意味する） 
 
CPC=[G03F7/0042]  
CPC=[G03F7/0043]   
(CPC=[G03F7/0043])!(CPC=[G03F7/

0042])   
(CPC=[G03F7/0043])!(CPC=[G03F7/
004])   
 
2-3） CPC 付与数分析 
 

以下の検索式等を用い、KIPRIS 及

び Orbit.com にてデーターを取得し、分

析した。 
 

KIPRIS 検索式例（CPC 付与有り） 
CPC=[A+B+C+D+E+F+G+H+Y]*OP
D=[20150801~20150831] 
  （N=5000 件を抽出して分析） 
 

KIPRIS 検索式例（CPC 付与なし） 
!CPC=[A+B+C+D+E+F+G+H+Y]*O
PD=[20150801~20150831] 
 

Orbit.com 検索式例（CPC 付与有り） 
((KRA+ L 2015)/PN) and (NPN=1) 
and (CPC=YES) 
 （ファミリーのない N=4000 件を抽出し

て分析） 
 
2-4） IPC 付与数分析 
 

KIPRIS 検索式例 
OPD=[20140101~20141231] 
（各年 N=4000 件を抽出して分析） 
 
3. 検討結果 
 
3-1） KIPRIS CPC 検索ロジック 
 

KIPRIS で、G03F7/042 の下の階層

である G03F7/043 を検索して、

G03F7/042 を not 演算して解析した結

果、階層検索には対応しておらず、むし

ろ G03F7/004 の not 演算の結果から、

前方一致的に検索されていると考える。

（表 1） 
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表 1． KIPRIS CPC 検索ロジック 
検索式 ヒット数
CPC=[G03F7/0042] 133
CPC=[G03F7/0043] 　 97
(CPC=[G03F7/0043])!(CPC=[G03F7/0042]) 88
　→階層検索ならゼロになるはず 
(CPC=[G03F7/0043])!(CPC=[G03F7/004]) 0
　→前方一致検索として検索  
 
3-2） KIPRIS CPC 付与率分析 
 
韓国公開特許について、KIPRIS を

用いて、CPC が付与されている割合

を調べた(図 7)。 2015 年 4 月発行分

から付与されているが、9 月 10 日時

点でも、まだ 6 割程度の公開公報に

CPC が付与されているのみで、過渡

期であると考える。ただし、4 月以前

に発行のものにも、KIPRIS 上では

CPC が遡及されて付与されているこ

とが確認できた。 
 

 
図 7. 2015 年韓国公開特許 CPC 付与率 

       （2015.9.10 確認） 
 
過去（2006～2015 年）に発行され

た韓国公開特許に、どれくらいの割合

で CPC が遡及されているかを、

KIPRIS で調べた結果を図 8 に示す。

過去分もいくらか遡及されているも

のの、2015年10月4日時点では、2014
年以前のものは、平均 10％程度でし

かないことが判明した。 
 

 
図 8. 韓国公開特許 CPC 遡及付与率 

       （2015.10.4 確認） 
 
3-3） KIPRIS IPC 付与率分析 
 

IPC 付与と CPC 付与を比較するため

にまず、韓国特許への IPC 付与数を

KIPRIS のデーターを用いて確認し、そ

の結果を図 9 に示す。2014 年でも平均

約 2.5 個の IPC が付与されている。 
 

 
図 9. 韓国公開特許 IPC 分類付与数 

 
3-4)  IPC-CPC 付与相関分析 
 

2015 年 8 月韓国公開公報のうち、

N=5000 件について、KIPRIS のデータ

ーを用いて、IPC 付与、CPC 付与につ

いて、IPC-CPC 付与相関を分析した結

果を図 10 に示す。 
 
IPC 平均付与数 2.7 個 
CPC 平均付与数 3.4 個 
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で、IPC より CPC の付与数が多く、付与

件数的には CPC を併用すると、より精度

良く検索できると考える。 
 

韓国　KIPRIS　IPC-CPC相関

0

1

2

3

4

5

6

7

8

0 1 2 3 4 5 6 7 8

IPC付与数

C
P

C
付

与
数

 
図 10．韓国 KIPRIS 2015 年 9 月公開特許 

IPC-CPC 付与数相関(N=5000) 
 

これを他に国の付与と比較するため、

Orbit.com にて、ファミリー特許の特許

分類情報が混ざらないよう、ファミリー特

許がない 2015 年公開特許について、

N=4000 件ずつ、韓国、欧州（EP）、米

国について IPC-CPC 付与相関を分析

した結果を図 11～図 13 に示す。（注：分

析した母集団はそれぞれ異なる） 
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図 11．韓国 Orbit.com 2015 年公開特許 

IPC-CPC 付与数相関(N=4000) 

欧州　Orbi.com　IPC-CPC相関
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図 12．欧州 Orbit.com 2015 年公開特許 

IPC-CPC 付与数相関(N=4000) 
 

米国　Orbit.com IPC-CPC相関
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図 13．米国 Orbit.com 2015 年公開特許 

IPC-CPC 付与数相関(N=4000) 
 

分布の形態は異なるものの、韓国も、

欧州、米国同様、IPC だけでなく、より付

与数の多い CPC を併用することにより、

より精度の高い調査ができると考える。 
 
 また、韓国特許であるが、CPC 付与を

分析した際、昨年までと IPC付与数が異

なる兆候が見られたため、2015 年韓国

公開特許について、CPC 付与の有無と、

IPC 付与数について調べた結果を図 14
に示す。 
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図 14. 韓国 2015 年公開特許  

CPC 付与の有無と IPC 付与数（各 N=1000） 
 

CPC が付与されることにより、IPC の

付与も増えていることから、CPC 付与に

伴い、IPC の付与にも変化があったこと

がわかる。 
 
4.  考察とまとめ 
 

韓国特許に韓国特許庁より、CPC の

付与が 2015 年 4 月より開始されたが、

2015 年 9 月公開分でも、まだ 6 割程度

の公開特許にしか、CPC が付与されて

いないような過渡期ではある。現時点で

も、IPC(2.8 個)→CPC（3.4 個）と付与数

の観点から、CPC を併用することにより、

以前より、より精度良く調査できる環境が

整備されつつあると考える。また、CPC
付与により、IPC 付与数も増えていること

から、特許分類付与に関し、付与体制等

も変化したと推定できる。また新規発行

分だけでなく、過去分についても一部遡

及して CPC 付与が開始されており、検

索のタイミングにより、検索結果が異なる

状況が発生すると考えられ、注意が必要

である。 
また、韓国特許公報を見る際にも、過

渡期であるために注意が必要である。具

体的には、図 15 に示すように、韓国特

許公報 1 ページ目には、CPC を 2 個ま

でしか記載できない仕様になっており、3
個目以上がある場合は、1 ページ目には

続きがあることの表示が無いまま、2 ペー

ジ目に CPC の 3 個目からが記載されて

いる。このため、公報を見て CPC 付与を

確認する際は、2 ページ以降も確認する

ことが必要なので注意されたい。 

 
 

 
 図 15.  韓国特許公報 CPC 情報掲載注意 

予稿集ではマクロ的に機械的処理メイ

ンでの CPC 分析しかできていないが、

本発表時には、ミクロ的に、より詳細に評

価したデータも付け加えて発表する予定

である。 
 
5. おわりに 

最後に、本報告は 2015 年度の「アジ

ア特許情報研究会」のワーキングの一環

として報告するものであり、会のメンバー

の皆様には様々な協力をしていただきま

した。ここに改めて感謝申し上げます。 
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